第３学年○組　　道徳指導案
日　時：平成　　年　　月　　日（　）第　校時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所：　　　　　　　　　指導者：　
１　主題名　友達と助け合って関係を深める　Ｂ－９友情・信頼　
２　教材名　「さとしの心」　出典「３年生のどうとく」（文溪堂）

３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値

　　本主題は、内容項目Ｂ「主として人との関わりに関すること」の９「友達と仲良く互いに理解し、信頼し、助け合うこと」に当たる。健康的な人間関係を築くためには、相手の存在を受け入れ、相手と積極的に関わり合おうとする姿勢が大切である。また、相手を信頼し、助け合ったり協力し合ったりすることで、よりよい関係を築くことができると考える。しかし、現実では自分の思いをつい優先させてしまい、独りよがりな行動をしてしまうことがある。学校生活の中で、協力し合いながら、関係を深めようとする態度を育てたいと思い、本主題を設定した。
（２）児童の実態

　　本学級の児童（男子１５名、女子１４名）は、明るく活発な児童が多い。休み時間には、ひょうきんなことを言って笑わせたり、多くの友達と外へ行き、元気よく遊んだりする姿が見られる。また、週に１度の全員遊びを楽しみにしており、友達関係は比較的良好だと言える。しかし、勝敗が関わるときや、友達がうまく行動できていないときには、助け合ったり、協力したりせずに自分の考えを押しつけてしまう姿が見られる。例えば、全員遊びの際、遊び係がうまくルール説明をできないときには、係の児童に対して「早くして」「こうすればいいじゃん」など、自分の思いをそのまま口に出し、雰囲気を悪くしてしまう様子が見られた。学級の友達とは、一緒にいて楽しい存在であるとともに、共に成長し、助け合い、伸びようとする仲間であると考える。この道徳の授業を通して、みんなで協力し合ったり助け合ったりすることにより、より深い関係を築けることや、みんなが気持ちよく学級生活を過ごすことができることに気付かせたい。そして、仲間として相手を理解し、協力したり、助け合ったりする大切さを身に付けてほしい。
（３）本時の教材について

　　本教材は、体育のポートボールの試合で負けてしまい、「もう絶対に、あんなチームで試合をしたくない」とさとしが怒っている場面から始まる。ポートボールが苦手なかずやさえチームにいなければ、と思っていたさとしだが、放課後一人で黙々とポートボールの練習をするかずやを見かけ、その翌日、一緒に練習するよう声をかける。二人の練習を機に、やがてチームみんなで練習をするようになり、仲間としての結束を強める。結果、次の試合でも負けてしまい、かずやもシュートを決められなかったが、さとしは腹を立てず、一番楽しい試合だったと感じていた。仲間により、さとしの心が変化したのである。児童にとって共感しやすく、仲間と協力したからこそ、関係を深め、負けたとしてもよい気持ちになることができたことに気付かせられる資料である。
　　本時では、まず自分たちにはどんな仲間がいるか発問し、自分には仲間がいること、自分たち３年３組は仲間であることに気付かせる。資料を語り聴かせた後、さとしのすごいところはどんなところだと思ったか発問することにより、児童の心に残った場面を明らかにし、そこを基点に授業を展開する。これによって、児童が主体的に授業に参加することを期待する。多くの児童が、かずやさえいなければ試合に負けないとさえ思っていたさとしが、かずやを練習に誘った場面と、負けたにも関わらず、腹を立てなかったさとしの心の変化が見られる場面を挙げるだろう。さとしがかずやを練習に誘った場面では、かずやを応援したい気持ちがあったとともに、かずやがうまくなれば試合に勝てるだろうという、負けないためにかずやをうまくしようという思いがあったことを押さえる。これにより、主発問でさとしの心の変化の理由を考える際、仲間の存在や仲間との協力により、さとしの心が変化したことに目を向けさせたい。そして、導入において考えた自分の仲間にはどんなことができるか考えることにより、自分の仲間と協力し、関係を深めようとする態度を育成したい。
　　授業の終末には、本時においてよいと思った児童の意見を発表し、認め合う場を設ける。これにより、児童に本時で自身が成長したり、役に立ったりしたという自覚を促したい。
４　本時の指導
(1)　ねらい
　　・仲間と協力したり、助け合ったりし、仲間と関係を深めようとする気持ちを高める。
(2)　児童の取組
・ステップ②
(3)　準　備
　教師：場面絵、センテンスカード、ワークシート
 (4)　関　連 
・体育「ポートボール」
(5)　展　開 
	時間
	子どもたちの活動
	・支援◆評価

	５
	
１　自分にはどんな仲間がいるか考え、発表する。
・ぼくには、クラスの仲間がいるよ。
・いつも一緒に休み時間にサッカーをして遊ぶ
仲間がいるよ。
・野球の仲間がいるよ。
・体育のチームのみんなが仲間だよ。
・小学校のみんなが仲間だよ。
	・価値の方向付けをするため、また、自分事として授業に取り組むために、自分にはどんな仲間がいるか、考える。
・自分の仲間が思い浮かばない児童のために、誰にも必ず１種類（クラスの仲間）は仲間がいると示唆する。
・友達と仲間は異なるということを明確に示すために、友達という意見が出たら、仲間と友達は全く同じではないよね、と声をかける。

	１４
２１
３１
３６
４２
	２　教材「さとしの心」を聞き、さとしのすごいと思ったところを発表する。

・さとしは、ポートボールが上手なところがすごいと思った。
・さとしが、みんなにポートボールを教えたところがすごいと思った。
・最初は怒っていたのに、最後は試合に負けても怒らず、楽しい気持ちになったところがすごいと思った。

・かずやのがんばりを見て、練習しようと声をかけたところがすごいと思った。
３　かずやを練習に誘うさとしについて考える。

【試合に負けたくない気持ち】
・試合に勝ちたいと思って練習に誘った。
・かずやさえうまくなれば、試合に勝てると思
って、練習に誘った。
【かずやを応援したい気持ち】
・かずやが頑張っているから、ぼくが教えてあげれば、もっとうまくなれるという気持ちから練習に誘った。
・苦手なのにかずやが頑張っているから、助けてあげたいなと思って、練習に誘った。

４　はじめは負けたことに対して怒っていたさとしの心が、負けたのに、楽しい試合だと思うように変化をした理由について考え、話し合う。
・かずやや、みんながうまくなったから。
・みんなで練習できたから。
・みんなでがんばることができて、前より仲が
よくなったから。
・負けたとしても、みんなで頑張れてよい気持ちになった。

５　教材の中で、さとしが仲間についてどんなことを学んだか話し合う。
・協力したり、助け合ったりしたら、もっとよい仲間になれること。

・仲間と一緒にがんばれば、負けたとしてもよい気持ちで終えられること。


６　よりよい仲間になるために、自分にできることをワークシートに書き、発表する。
・野球の仲間がエラーをしてしまったら、励ましたり、一緒に練習したりする。
・クラスの仲間が困っていたら、自分から声をかけて協力する。
	・児童が場面を捉えられるように、本文の大切な言葉やせりふをセンテンスカードにし、黒板に貼り付けながら語り聴かせる。
・児童がさとしの変化に気づく
よう、最初と最後の場面絵のさとしの表情が違うことを示唆する。
・児童の心に残ったことを引き
出すために、さとしのどんなところがすごいと思ったか発問し、中心発問につなげていく。

・ポートボールの腕前に関する
意見しか出ない場合、「さとしのすごいところはポートボールが上手なことだけかな。」と補助発問をする。
・主発問で、友達とみんなで練習したことで、さとしの心が変化したことに気付けるように、練習するよう誘ったときには、応援したい気持ちだけではなく、まだ試合に負けたくないという気持ちがあったことを押さえる。
・児童がさとしの変化に気づく
よう、再度、最初の場面のさとしの表情やせりふに目を向けよう指示する。
・チーム全員がよい気持ちで試合を終えたことを児童が実感できるよう、発問前に場面絵で全員の表情に注目するよう指示する。
・児童が自分の考えがもてるよう、意見をもったら起立するよう指示する。
・教材からの学びをまとめるために、テーマについて発問する。
◆仲間と協力したり助け合ったりして、関係を深めようとする気持ちをもつことができる。
（ワークシート）

	
	７　本時を振り返り、友達のよいと思った意見と、それを聞いてどう思ったか、発表する。
・Ａ君のみんなでがんばればもっと仲がよくなるが深まるという意見を聞いて、うまくいかないときや、失敗したときでも、あきらめずみんなでがんばっていきたいと思った。

	・児童が成長実感を得るために、参考になった意見や、よいと思った意見を発表するよう指示する。
・児童が成長実感を得るために、参考になった意見を発表した児童も、その意見を発表した児童も大いに賞賛する。


みんなには、どんな仲間がいますか。





さとしのすごいと思ったところは、どんなところですか。





さとしは、どんな気持ちでかずやを一緒に練習にさそったのだろうか。





さとしの心が変わったのはなぜだろうか。





仲間について、さとしはどんなことを学んだでしょうか。





よりよい仲間になるために、みんなにはどんなことができるでしょうか。








